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今支館・分館では ( 大杭分館／小原分館 )
みんなの宝物 ( 小林貞吾記念館 )

【ご案内】10 月開講講座ほか

【お知らせ】第 40 回小諸市公民館まつり
えんぴつリレー ( 木曽茂さん ) ほか
ぼくとわたしの作品 ( 東小学校 )
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今
、
小
諸
市
に
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
が
要
因
な
の
で

し
ょ
う
。

　
市
内
に
残
る
古
く
か
ら
の
街
並
み
は
要

因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
息
遣

い
を
伝
え
る
よ
う
な
建
物
が
持
つ
歴
史

は
、
訪
れ
る
人
の
目
に
魅
力
的
な
小
諸
を

映
し
、
３
年
連
続
の
転
入
超
過
と
い
う
結

果
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
暮
ら
し
や
文
化
と
い
っ
た
目
に
見
え

な
い
も
の
を
伝
え
て
く
れ
る
財
産
と
し
て

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
遠
く
関
西
で
は
、
文
化
財
の
巨
石
を
万

博
会
場
の
ト
イ
レ
の
柱
に
す
る
計
画
が
あ

る
そ
う
で
す
。
保
存
活
用
の
た
め
の
一
案

の
よ
う
で
す
が
、
こ
う
な
る
と
文
化
財
が

持
つ
歴
史
を
語
り
継
ぐ
、
と
い
う
機
能
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

古
く
か
ら
残
っ
て
い
る
も
の
に
は
相
応
の

理
由
と
物
語
が
あ
り
ま
す
。
小
諸
市
の
今

手
に
し
つ
つ
あ
る
活
気
が
、
語
り
継
が
れ
、

残
さ
れ
て
き
た
も
の
が
起
因
と
な
っ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
物
語
を
極
力
原
形
を

留
め
て
次
に
伝
え
て
い
く
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　
何
故
こ
れ
は
こ
こ
に
あ
る
の
か
。
と
り

と
め
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
夏
の
残
り
香

と
秋
の
気
配
を
感
じ
つ
つ
考
え
を
巡
ら
す

に
は
、
悪
く
な
い
お
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　

編
集
委
員　
　
小
林　
陽

　西原公民館のイベントで炭酸まんじゅう作り教室が開かれました。
　講師は JA からお越しいただき、１６人の参加者が一緒に作業をしました。そのうち一人はお子さんで楽しみながら参加し
ていました。できあがったまんじゅうを頬張り、参加された皆さんは懐かしい味を楽しんでいました。
　料理教室は地域の食文化を次世代に伝える場で、お子さんも参加して調理を学ぶことができる良い機会です。今回は伝統的
なまんじゅう作りを体験できました。

西原分館『炭酸まんじゅう作り』
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内容に関するお問い合わせは E-mail でも受付けています。 ✉ bunka ＠ city.komoro.nagano.jp

第 40回

小諸市公民館まつり
小諸市公民館では、「小諸らしい」地域文化の発表の場として公民館まつりを開催します。

10/12 ㈯ 9:00 ～ 16:00

13 ㈰ 9:00 ～ 15:00
場所：小諸市文化センター ( 小諸市甲 1275 番地 2 ）
内容：作品展示 / ホール発表 / 体験コーナー / マルシェ / キッチンカー

※ 詳細は 10 月号でお知らせします。

2 日間

アロマコーナー ( ハーバリウム作りなど ) ＆筆文字
● 12 日㈯ 9:00 ～ 16:00    　13 日㈰ 9:00 ～ 14:30　　●材料費　500 円～

そば打ち      定員 12 名

● 10:00 ～ 12:00  ●材料費 1,300 円

手話ダンス
● 10:00 ～ 14:20

13 日㈰

大正琴　　　 定員 10 名

● 10:00 ～ 12:00

太極拳 　　  定員 7 名

● 11:00 ～ 12:00

体幹作りスポーツウエルネス吹矢
● 10:00 ～ 12:00

ヨーガ 　　　 定員 5 名

● 10:00 ～ 11:00

12 日㈯

手づくりクラフト　
● 10:00 ～ 12:00　●材料　100 円

石けん作り　  定員 5 名

● 10:00 ～ 12:00

廃油で

銭太鼓
● 10:00 ～ 11:00

フラダンス   定員 10 名

● 13:00 ～ 14:00

マジック　   定員 15 名
● 13:00 ～ 15:00

太極拳 　　  定員 5 名

● 11:00 ～ 12:00

おさがり会 ( 服・おもちゃ等 )　

　　               ＆親子工作  

● 13:00 ～ 15:30

参加者募集！参加者募集！
  小諸もろもろ塾
     ( 体験コーナー )

　小諸もろもろ塾（体験コーナー）には、定員があるものがあります。
　申込みは、9/ 11 ㈬ ～ 20 ㈮。平日 9:00 ～ 17:00、
公民館窓口及び電話・インターネットで受付けます。定員を
超えた場合は、抽選となります。
※定員に余裕がある場合は、当日参加可能です。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　                        問小諸市文化センター

　　　みんな大好
き

ラーメンやクレー
プなど

キッチンカーがや
ってくる！
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小諸市公民館の休館日は、祝日の翌日と年末年始です。開館時間は、午前 9時です。

　

最
近
テ
ニ
ス
と
言
え
ば
錦
織

圭
、
大
坂
な
お
み
が
世
界
で
活
躍

し
て
お
り
、
国
際
大
会
で
は
ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
大
会
や
全
米
オ
ー
プ

ン
が
有
名
で
す
。
国
際
的
な
避
暑

地
で
あ
る
軽
井
沢
で
は
上
皇
陛
下

と
上
皇
后
陛
下
の
ロ
マ
ン
ス
で
有

名
な
旧
軽
井
沢
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が

長
野
県
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
０
９
年
に
は
乙
女
湖
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
も
女
子
の
国
際
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
７
０
年
代
に
は
テ
ニ
ス
が

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
テ
ニ
ス
を
し

な
い
人
ま
で
も
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
っ
て
軽
井
沢
を
歩
い
て
い
る
程

で
し
た
。
当
時
軽
井
沢
に
は
、
民

宿
の
コ
ー
ト
が
２
０
０
面
も
あ
り

ま
し
た
。
市
内
で
は
御
影
新
田
の

池
の
前
山
荘
に
７
面
コ
ー
ト
が
あ

り
、
東
信
一
円
か
ら
20
程
の
ク
ラ

ブ
に
約
５
０
０
名
が
所
属
し
、
社

会
人
が
ナ
イ
タ
ー
で
週
１
～
２

回
、
汗
を
流
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
県
の
各
種
大
会
、
県
選
手

権
大
会
、
国
体
予
選
等
に
参
加
す

る
一
方
、
池
の
前
ク
ラ
ブ
主
催
の

春
秋
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス

の
大
会
に
は
、
約
５
０
０
人
が
参

加
し
競
技
が
２
日
間
に
渡
る
時
も

あ
り
、
勝
者
に
は
市
長
杯
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
乙
女
湖
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
主
催

す
る
初
心
者
教
室
、
同
協
会
が
共

催
す
る
春
秋
の
大
会
を
開
催
、
昨

年
10
月
の
乙
女
湖
紅
葉
テ
ニ
ス
大

会
は
、
参
加
者
55
名
が
朝
か
ら
夕

方
暗
く
な
る
ま
で
楽
し
み
ま
し

た
。
大
会
に
は
教
室
の
生
徒
さ
ん

も
参
加
し
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
当
会
会
員
も
小
学
生
か
ら
77

歳
ま
で
レ
デ
ィ
ー
ス
を
含
め
現
在

75
名
の
仲
間
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
繋
が

り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
教
室
で
も
小
学
生
か
ら

50
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
方
々

が
健
康
管
理
や
選
手
を
目
指
す
等

目
的
に
沿
っ
て
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
初
め
の
コ
ー
ト
整
備

に
は
、
ラ
イ
ン
貼
り
の
た
め
、
ラ

ケ
ッ
ト
を
ハ
ン
マ
ー
に
持
ち
替
え

『
Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ　
ｐ
ｌ
ａ
ｙ　

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｎ
ｎ
ｉ
ｓ
！
』

　
小
諸
市
テ
ニ
ス
協
会
理
事
長

木
曽　
茂

て
汗
を
流
し
ま
す
。

　
私
達
ス
ポ
ー
ツ
協
会
テ
ニ
ス
部

は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
乙
女
湖

コ
ー
ト
と
し
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
こ
も
ろ
を
目
指
し
て
「
こ
の

一
球
」
を
追
っ
て
い
ま
す
！

№ 174

「
彌み

み

と

り

美
登
里
神
社
例
大
祭
」

　

鉄
砲
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

小
諸
市
耳
取

区(

耳
取
村)

は
、

江
戸
時
代
火
縄

銃
製
造
の
地
で
、

江
戸
幕
府
や
小

諸
藩
へ
銃
を
納

め
て
い
ま
し
た
。

　

彌
美
登
里
神

社
境
内
は
角か

く
ば場

(

射
撃
場)

と
呼

ば
れ
、
小
諸
藩

主
を
招
い
て
火

薬
の
実
験
を
し

た
場
所
で
し
た
。

(

詳
細
は
令
和
６

年
公
民
館
報
１

月
号)

　

こ
こ
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
で

す
。
来
る
10
月
６
日
㈰
正
午
よ

り
彌
美
登
里
神
社
例
大
祭
第
６

回
古
式
砲
術
奉
納
演
武
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
奉
納
者
は
、
本

年
も
松
本
藩
森
重
流
砲
術
保
存

会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
― 

追　
伸 

―

　

午
後
２
時
か
ら
の
神
事
の
後

の
浦
安
の
舞
も
必
見
で
す
。
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内容に関するお問い合わせは E-mail でも受付けています。 ✉ bunka ＠ city.komoro.nagano.jp

東小学校
№ 363

「空の上」 　　　　　　　　　　　　　　５年１組　　　小
こ や ま

山　明
あ か り

凜
　私がこの作品を作ったときに工夫したことを２つ書きます。
　１つ目は、色をだいたいの色でまとめることです。色をまとめると、絵の全体がまとまります。そ
して、少ない色でやるといろんな絵の練習にもなります。全体
の色をまとめることで、たくさんメリットがあるのでとてもやり

やすい絵の描き方です。そして、２つ目は、手前、中間、奥を
意識することです。この３つを意識すると、絵に立体感が出て、奥行

きのある絵になります。そして、もっと奥行きや空間を広く見せたいなら、寒色系
の白や、それに近い淡く明るい色をつけると、奥行き、空間を広く見せる絵ができ
るそうです。私は、この花の絵を気に入っているので、今でも自分の部屋のかべに
かざっています。

「糸のこ との戦い」 　　　　　　　　 　５年２組　　　土
つ ち や

屋　璃
り な

七
　私は、図工の時間に糸のこを使って、伝言板を作りました。まず
は図案を考えます。「どんな絵にしようかな。ホワイトボードはどこ
に付けよう。」と考えた結果、「顔」にしました。　
次に絵の具で色をぬります。また私は「顔の色は何色にしようか」と

悩みました。「オリジナルにしよう！」と考え、黄色で塗り、ホワイトボー
ドをマスク形にしました。

　次に糸のこです。最初はとても不安でしたが、「糸のこが動いている所に指があると危
ないので注意しよう。」というアドバイスをもらって、いざ挑戦。「形が丸くて難しそう。」
と思いましたが、先生と一緒に取り組み、上手くいきました。でも、手がブルブルしてびっ
くりしました。
　次にマグネット作りです。形は丸、絵はのり付きのおせんべいにしました。これも糸の
こで切ったので、小さくて大変でした。
　完成した作品は、クラスのお友達に「かわいいね。」、「すごい！」とほめられてうれしかったです。

「まぼろしの花」 　　　　　　　　　　　５年３組　　　板
いたがき

垣　　桜
さくら

　私は４年生の図工で、初めて、いろいろな技法を知りました。
　この作品で使った技法は、主に、ふき流しです。
　最初にこの図工での作品は、どんなものが良いかと考えたとき、「ふうりんとろうそくで仕切って
あって、上は暗やみ、下は、主役の花を大きくかいて、まわりにかわいいお花を書いたらどうだろう？」

と、思いました。私は、その思いついたことを参考にして、下書
きを先生に見せると、「いいかんじですね！」と言われました。

　色は、「どうしよう？」と思いましたが、「星と言ったら…」「ここは、ちょっと色を
変えてみよう！」などと思いうかべて、ふうりんも、ろうそくも、１本、１本、こまか
く、書きました。
　私は、自分が、こんな作品を書けたなんて、びっくりしました。けれど、自分の思
う通りにできたことは、本当なので、これからも、「自分を信じて前に進もう！」と思
いました。
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小諸市公民館の休館日は、祝日の翌日と年末年始です。開館時間は、午前 9時です。

「
公
民
館
は
憩
い
の
場
」

　
　
　
　
　
― 
大
杭
分
館 

―

　
大
杭
分
館
で
は
、
６
月
23
日
㈰

に
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
刃

物
研
ぎ
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
大
雨
の
予
報
で
し

た
が
、
日
頃
の
行
い
が
良
い
せ
い

か
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
は
雨
も
上
が

り
、
ご
高
齢
の
方
か
ら
小
学
生
ま

で
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
大
勢

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
区
民
が
家
庭

で
使
用
し
て
い
る
包
丁
や
ナ
イ
フ

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
包
丁
研
ぎ
の

プ
ロ(

地
元
の
建
築
業)

の
皆
さ

ん
に
ご
指
導
い
た
だ
く
中
で
、
砥

石
を
使
っ
た
刃
物
研
ぎ
の
体
験
を

す
る
と
と
も
に
、
ベ
ン
チ
で
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
久
し
ぶ
り
に
会
う

知
人
や
友
人
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
親
睦
の
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
年
参
加
い
た
だ
い

て
い
た
お
婆
ち
ゃ
ん
が
来
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
、
結
婚
し
て
お
嫁
さ

ん
と
し
て
村
に
来
た
方
が
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
た

り
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
の
顔
ぶ
れ

も
年
々
変
化
し
、
時
の
流
れ
の
速

さ
に
驚
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
大
杭
分
館
で
は

「
刃
物
研
ぎ
講
習
会
」
や
「
ど
ん

ど
焼
き
」、「
夏
祭
り
」
な
ど
を
企

画
・
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

絆
を
深
め
る
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
夏
祭
り
」
に
は
区
民
の
皆
様
を

は
じ
め
親
戚
な
ど
、「
こ
ん
な
に

大
杭
に
人
が
い
た
の
か
！
」
と
驚

く
ほ
ど
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
生
ビ
ー
ル
な
ど

を
飲
ん
だ
り
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ

ば
を
食
べ
た
り
、
く
じ
引
き
を
し

た
り
、
昔
話
や
近
況
を
報
告
し
あ

う
な
ど
、
時
間
を
忘
れ
て
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
祭
り
に
は
、
分
館
役
員

を
は
じ
め
、
長
生
会(

老
人
会)

や
地
元
消
防
団
の
皆
さ
ん
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
、
引
き
続
き
区
民

の
親
睦
が
よ
り
一
層
図
れ
る
よ

う
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。大杭

分
館
主
事　
　
山
浦　
謙
一

　
毎
年
７
月
23
日
に
六
道
地
蔵
尊

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

は
、
小
原
公
民
館
部
員
な
ど
が
中

心
と
な
り
、
焼
き
と
り
、
焼
き
も

ろ
こ
し
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
炭

酸
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を
作
り
、
販

売
し
ま
し
た
。
暑
い
中
で
し
た
が
、

多
く
の
区
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
小
原
の
六
道
地
蔵
菩
薩
は
、
古

く
か
ら
村
の
入
口
に
立
っ
て
村
を

守
っ
て
く
れ
て
い
る
優
し
い
菩
薩

で
す
。
中
央
の
大
き
な
地
蔵
尊
は
、

慶
安
３
年
（
１
６
５
０
）
２
月
と

あ
る
の
で
江
戸
初
期
の
造
立
と
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
昔
、
旅
人
が
追

い
は
ぎ
に
襲
わ
れ
た
時
に
身
替

わ
り
に
な
っ
て
助
け
た
時
の
傷
跡

が
、
肩
の
傷
だ
と
言
う
伝
説
が
あ

り
、
身
替
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
蔵
に
小
麦
粉
を
塗
る

と
そ
の
部
位
の
病
気
に
効
く
と
信

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
蔵
は
小
原
の

相そ
う
う
ん
じ

吽
寺
と
の
関
係
も
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
て
、
こ
の
お
祭
り
の
時
に

は
抜ば

っ
く
さ
ん

苦
山
相
吽
寺
の
お
札
も
売
ら

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
端
を

発
し
、
今
も
な
お
、
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
の
お
祭
り
が
、
こ
の
先
も

長
く
続
い
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。本館

主
事　
　
中
澤　
栄
二

「
六
道
地
蔵
尊
」

　
　
　
　
　
― 

小
原
分
館 

―
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　「
夭よ
う
せ
つ折
の
彫
刻
家
」

　
　
　
小
林
貞て

い
ご吾

記
念
館

　
　
　
　
　
　
　(
諸
区)

　
小
林
貞
吾
は
、
若
く
し
て
彫
刻

の
才
能
を
発
揮
し
、
日
本
美
術
院

展
に
多
く
の
作
品
を
入
選
さ
せ
る

と
い
う
業
績
を
残
し
ま
し
た
が
、

昭
和
19
年
に
中
国
の
野
戦
病
院
で

戦
病
死
と
い
う
悲
劇
的
な
最
期
を

迎
え
ま
し
た
。
30
歳
と
い
う
若
さ

で
し
た
。

　
大
正
２
年
に
小
諸
市
諸
で
生
ま

れ
た
小
林
貞
吾
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
木
彫
り
に
才
能
を
示
し
、
小

学
校
の
先
生
と
そ
の
お
子
さ
ん
か

ら
影
響
を
受
け
て
彫
刻
を
始
め
ま

し
た
。
彼
の
家
は
農
家
で
、
兄
弟

も
多
く
、
経
済
的
な
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
東
京

に
あ
る
日
本
美
術
院
の
吉よ

し
だ田

白は
く
れ
い嶺

の
内
弟
子
に
な
り
、
そ
の
指
導
の

も
と
で
デ
ッ
サ
ン
を
学
び
、
本
格

的
に
彫
刻
の
道
へ
と
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
入
門
し
て
か
ら
３
年
目

に
は
、第
20
回
日
本
美
術
院
展(

院

展)
の
彫
刻
部
門
に
初
入
選
し
、

そ
の
後
８
回
の
入
選
を
果
た
す
と

い
う
栄
冠
に
輝
い
て
い
ま
す
。
当

時
の
信
濃
毎
日
新
聞
に
は
、
そ
の

偉
業
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
戦
時
中
は
軍
神
像
を
共
同
で
制

作
し
献
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
敗
戦
と
と
も
に
処
分
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
代
表
作
と
し
て

は
、
18
歳
の
時
に
入
選
し
た
「
ミ

ミ
ズ
ク
」、
そ
の
後
、

昭
和
10
年
の「
農
夫
」

を
始
め
と
し
て
、「
耕

す
人
」「
老
人
」「
若

者
」「
老
樵
」「
少
年

の
像
」「
首
」「
親

子
」
や
「
八
幡
船
の

男
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
当
時
、
経
済
的

に
余
裕
が
な
か
っ
た

彼
は
、
身
近
な
親
族

な
ど
を
モ
デ
ル
と
し

て
作
品
を
作
り
ま
し

た
。
素
材
は
主
に
木

で
す
が
、
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
も
あ
り

ま
す
。
戦
時
中
の
た
め
、
ブ
ロ
ン

ズ
は
入
手
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

作
品
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、

モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
の
心
情
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　
昭
和
57
年
、
小
林
貞
吾
の
作
品

が
散
在
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
展

示
す
る
場
所
を
作
る
と
い
う
目
的

と
、
若
く
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た

貞
吾
の
慰
霊
の
た
め
、
貞
吾
の
兄

で
初
代
館
長
の
小
林
重
雄
さ
ん
と

現
館
長
の
小
林
多
喜
男
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
貞
吾
が
子
ど
も
の
頃

よ
く
遊
ん
で
い
た
場
所
に
記
念
館

を
建
て
ま
し
た
。

　
念
願
叶
い
建
て
ら
れ
た
記
念
館

に
は
、
日
本
美
術
院
展
入
選
彫
刻

を
は
じ
め
、
デ
ッ
サ
ン
画

や
木
彫
り
の
小
物
な
ど
多

く
の
彼
の
作
品
が
常
設
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
館

料
は
無
料
で
、
事
前
連
絡

に
て
館
長
が
対
応
し
て
く

れ
ま
す
。
周
辺
で
は
、
館

長
が
力
を
入
れ
て
い
る
花

木
の
植
栽
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
小
林
貞
吾
に
関
す
る
書
籍
と
し

て
は
、「
彫
刻
家 

小
林
貞
吾
遺
作

集
」、
小
諸
図
書
館
友
の
会
ア
ー

カ
イ
ブ
部
が
編
集
刊
行
し
た
「
彫

刻
家 

小
林
貞
吾 

戦
禍
に
断
た
れ

た
彫
刻
へ
の
道
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
小
諸
図

書
館
に
あ
り
ま
す
。
郷
土
が
生
ん

だ
彫
刻
家
、
小
林
貞
吾
の
歩
ん
だ

道
や
作
品
を
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
資
料
と
し
て
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
彼
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
記
念
館
で
見
た
作
品
を
思
い

起
こ
し
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を
後

世
に
残
し
て
い
き
た
い
、
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
記
念
館
を

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員　
　
白
鳥　
聖
一

小
林
貞
吾
記
念
館

　
所
在
地　
小
諸
市
諸
16-

１

　
連
絡
先　
０
２
６
７-

22-

８
３
７
６
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施 設 名 利 用 月 施 設 名 利 用 月 施 設 名 利 用 月
公民館・こもろ女性の家

（貸出備品含む） R 6/11 乙女湖体育館 R ７/3 文 化 会 館 R ７/9
施設予約開始

９９/２㈪/２㈪

10月開講講座のご案内
　申込みは、平日 9:00 ～ 17:00。申込多数の場
合は、初めての方を優先し、公民館にて抽選します。
　また、申込みが少ない場合など、講座が中止や
変更になることがあります。こもろ
女性の家講座は、託児を予定してい
ます。
      問小諸市文化センター　
                    TEL 0267-23-8880

アナウンサーに学ぶ魅力的な話し方のコツ【火曜日・全３回】
講師：コミュニティテレビこもろ　　後藤理恵

◇日　時　10/29、11/12、19　10:00 ～ 11:30
◇場　所　会議室　　　　
◇定　員　10 名　　　　　◇費　用　無料
◇持ち物　筆記用具　
◇申　込　9/13 ㈮～ 27 ㈮

こもろ女性の家　話し方教室

第 37 回  小 諸 市 民 音 楽 祭

▶日　時　　2024.9.29 (SUN)　
　　　　　 開演 13:00 ( 開場 12:30 )
▶会　場　　小諸市文化会館ホール　入場無料
▶出演予定団体 ( 順不同 )　
          坂の上小学校合唱班／東小学校吹奏楽部
　　　 水明小学校合唱部／小諸合唱団／浅間山麓男声合唱団
          コール・フローラ小諸／小諸童謡唱歌をうたう会
          合唱団小諸ハーモニー／ゴスペるん♪こもろ
　　　 小諸市消防団音楽隊
▶主　催　　小諸市
                 小諸市文化会館自主事業実行委員会 問　小諸市文化会館 　☎ 0267-23-8880

市制施行７０周年　文化会館開館 40 周年記念

スペシャルゲスト

長野県警察音楽隊

嶋田多華子
( ソプラノ )

田中美恵子
( ヴィオラ )

小池典子
( ピアノ )

　
公
民
館
講
座

「
こ
も
ろ
シ
ニ
ア
教
室
」

　

７
月
19
日
㈮
の
シ
ニ
ア
教
室
で
は
、「
高
齢
者
の
た
め

の
交
通
安
全
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
小
諸
警
察

署
、
山
岸
交
通
課
長
さ
ん
か
ら
反
射
キ
ャ
ッ
チ
バ
ン
ド
の

使
い
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
タ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
寸

劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。
３
兄
弟
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
会

話
に
終
始
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
通
安

全
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

や
運
転
・
歩
行
能
力

判
断
シ
ス
テ
ム
「
点

灯
く
ん
」
な
ど
の
交

通
安
全
機
器
の
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
自
分
の

判
断
能
力
を
確
認
す

る
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

報告


